ご使用の手引き（賊及説明書) 


ご巧用前に、このご使用の手引きを十分、お読み下さい。 

このご巧用の手引きはお使いじなるちが、いつでも見られるところに保管して下さし、。 


安全じご使用いただく ため、' 


このミシンを、を全じご使用していただ〈ためじ、た TF のことがらをずって下さい。 
このミシンは、曰本国巧巧け、家庭用です。 FOR USE IN JAPAN ON し丫 


A 


警告 


感電、乂义の恐れがありまず 


1 . 一般家庭用交流電源10 0 V でご使用下さい。 

2. た TF のような時は、雲源スイッチを切り、電源プラブを 
引き抜いて下さい0 

•ミシンの夕ばを離れるとき 
•ミシンを使用したあと 
♦ミシン巧用やじ停電したとき 

A を意感電、乂义、けがの原因となりまず 

1. お客様自身でのみ解、改造はしないで下妾い。 

2. ミシンの操作時は、ベッドふた、面板などのカバ--類を 
閉じて下さい0 

3. ミシンの操作中は、 i 十から目を離さないようじし、が、 
はずみ車、天びんなどすベての動いている部分に手をお 
づけないで下さい。 

4. 曲ゲつた針はご使用じならないで下さい。 

5. 纔裝やじ布を無理に引っ張ったり、押したりしないで下 

さい。 


が及び押えは、確実じ固定して下さい。 

又、ネ甲えは縫いにをったものをごイま用下さい。 

お子様がご巧用になるときや、お子様の巧;〈でご巧用される 
ときは、特にぞま:じま意して下さい。 

が下のことをずるときは、霉源スイッチを切って下さい。 
•針、針板、押え、アタッチメントを交換ず る t 妻 
•上糸、下糸をセットするとき 
-ランプを交換ずるとき 
(ランプが冷えてから巧って下さい。） 

• ごが用の手引きじ i 己載のあるミシンのお手入れを巧うとき 
ミシンじが下の異常があるとさは、達やかに使用をが止し、 
お買い上げの販売かこて点橫、修理、調整をわ受け下さい。 

• 正常に作動しないとき 
•落下などじより狼損したとき 
• 水に濡れたとき_ 

•電源コード、プラブ類が被損、劣化したとき 
•異常な臭い、音がずるとき 

電源コードをあ扱うときじは、た rr のことがらじを意して下 
さい々 

♦ コンセントをお〈ときじは、必ずプラブを手で持ってをい 
て下さい。 

-コードを無理に引張ったり、が曲げ、たりしないで下さい。 

• 濡れた手でが巧しないで下さい。 


.を部のなまえとはたらき 


> * 义>，\\ かをかけ•てダイヤルをまれし、 

，む 、、模樣をぇらびます。 

I グ み M jj ※針がホじささったままで模様 

,^い\ /J 選択ダイヤルをまわすとがが 
文ミ％ •; ク まがったり、がれたりする原 

因になります。 


ABCDE FGH 


团 0 B A 


I 


模様選がダイヤル 


天びん、 


糸調子ダイヤル 


糸切り. 


フリ——アー-ム 


手さげハンドル 





糸立て樓は、ミシン本がじ 
収納されていますので、い 
っぱいに引き出してセット 
して < ださい。 

化がするとさは、ネ甲しさげ 
て < ださい。 


糸立て棒—— 


はずみ車 



彰巧スイッチをな)すてから、プラブをプラブ受け 
じさしこみます。 

^彰巧プラブをコンセントじさしこみます。 

蒙スタート•ストップボタンが「ストップ J の位 ま 
じあることを罹認し辜源スイッチを入れます。 

《蚕源は、^般家庭用 （1 0 0 V 50/6 0 HZ ) です。 

※ミシンを巧わないとさは、電源プラブをあいて〈だ 




なつくリ "• ■麵 ■■■ 

C CfnfTTi] 


はやい 


補助テーブル 


始ぅ速さは、自由にセット 
さますのでわ巧みの速さに 
つまみをセットして < ださ 
カーマ、、ゃ釉々、いところをめ 
とさは、 r ゆつ < リ J じ七 
卜してめいましょう。 


卜•ストップボタ 


巧え上げ 


返しみいレバー 



r スブート J 


S f r ストップ J 


ボタンをす甲すとミシンはスピード 
コントロールつまみでセットした 
達さで始ぃはじめまず。もう一度 
ネ巧ずと停止します0 


祭 


\ノ \巧え上げ 


はずみ車を奉ミ< 手前じまわ 
し、かを最上部じあげまず。 
押え上げをあけ'さげして、 
す甲えをあげたり、さげたり 
します。 

巧え上げを、あげた位香よ 
りさ*^じ高〈あげると、す甲 
えの位虽もさらじあがりま 
す。 



返しをいレノく一を押し 
ている間は返しみいを 
し、箱をはなすと、前 
進わいじ戾リます。 



ん B 




♦つけかた、巧しかた 

電源スイッチの r 入 J 、 r 切 J じよってながします 
♦ランプのとりかえかた 

① 締めねじ A (2 ケ）を外し、天板を外しまず。 
締めねじ B をゆるめ、稀めねじ C を外し、フックを 
外して面板を外します。 

② ランプをはずすとさは、左へまわします。 

ランプをつけるとさは、をへまわします。 

(3) ランプのとりかえが終わったら、面がをあがけてか 
ら、天板を巧かけます0 


yy ランプのとりかえは、電源スイッチを巧って々 
/|\斤なって < どさい。また、 ランプは 、ホめて々 
ムユー^交換して < ださい。 


ムじするとき 


補巧テーブルを横に引いてはず 
ずとフリー-アームじなりまず。 


3 • 標準付属品 


穴 


:續 


巧かテーブル 


★補肋テーブルのつけかた 



曲入れ 


★小物入れ 

補助テー-ブルのフタを開けると 
ん物入れじなりまず。か属ぞ□や 
ん物類を収巧するためじ巧いま 
す。 

















上糸を掛けるじは 



>.下糸を引きあげるじは 


糸巻き軸を ft かず時は、必ずミシンを止めてください。 

★下糸巻タゲおわったら、必ずはずみホを元に（はずみ車を巧しをむ）戾して< ださい ♦ 


ボビンのはずしかた 


7.ボビンをボビンケースじ入れるじは 





糸の端をつまんだまま、ミシ 
ンをスブートし、巻さはじめ 
ます. 

矣がボビンに3巧ぐらいをき 
ついたら、糸を難します。 







か 


みをさな 


ポビン巧え 

も遂 


ボビンの巧に巧がから糸 
を通し、ボビンを糸巻き 
軸じさしこみ、ボビン巧 
えの方に巧しつけます0 


ボビンケ'—スのはずしかた、入れかた 




かまの凹部 


クまみ 



かと押えをわげべッ 
ふたをひらきます。 


(はずしかた） 

ボビン ケースの つまみ 
を持クて、とりだしまず。 


t 入れかた） 

ボビンケー•スのつまみ 
を持って、かまにとり 
つけます0 


つまみ 

入れるとさじは、ボビンケース 
のつのを、かまの凹部に合わせ、 
みの方へいっぱいじ又れてから、 
つまみをはなし、べットふたを 
しめます0 


ボビンに下糸を菱〈じは 















グー*ニンブプレー*卜の裏じつい 
ているピンを針あの巧にわさめ 
ます。ダ~ニングプしートは、 
ししゅうやつ< ろいもいなど、 

ミシンがホををらないようじす 
るとさじがいます。 



* 模様は、あらかじめホの上にチャコペンなどで巧を 
つけて〈ださい。 

①ホをししゅう枠にピンと張ります0 
③上糸の端を左手でつまみ、ミ十を也いはじめの位置じさ 
し、ネ甲え上がをさ ( f ます。 

③はずみ幸を手前にまわしてミ十をあけ*、上糸を引いて、 
て糸をホの上に引き化,します。 

G ) 左手の指先で上糸と下糸を巧えて止めめいをし、余み 
な糸を切ります。 

⑤ししゅう枠を手で下にす甲しつけるようじし、ゆっ〈り 
妃いながら、ががホからなけている間にししゅうがを 
動かし、模様ををいます。 

* 動いているかに手をなづけすざて、刺さないようじ 
気をつけて〈ださい。 



①台ホをホにしつけて止め、スライダ--をしめ 
ます。 

③上糸•下糸をネ甲えの下から向こう側じ引き出 
しまず。 

③ ファスナーのぶ側をもうときは、針がむしの 
きわじ落ちるようじします。 

④ 中ほどまでもったら、畫十をホじさしたままで 
押えをあげ、スライダ、~を押えの向こう側じ 
ずらして、押えをおろし、残りをもいまず。 

⑤ ファスナーのち側をもうときは、ホをまわし 
て、ホの上力、らむしのきわじかが落ちるよう 
(こもいます。 

左側をめうときと同様に、中ほどでスライダ 
一をずらしてみいます。 



ほつれやすいホや伸縮性のあるホのほつれ止め、ホ端の 
返り防止をどじ利用します。 

妃いしろを少し余みじとってわい、余分なところをみい 
目を〈で切りをします。 


※目のとびやすい伸縮性のホや目のつんだホには、ブル ー 
S 十（別売）を巧用すると劾果ゲありまず。 


<ジブザブめいの糸調子> 



ジブザブあいのみ期子は、 
ホの美佣じ上糸が少し化る 
<らいに期節しまず0 


トスアツナ 


15 . 〈けがし， 


セットの目を 


矣巧子ダイヤル 


1〜巧華 


模様遲巧ダイヤル • * W 


ネ甲え • ••ジブザブ巧え 
<けめいガイド 




ねじまわし 


巧え ホルダー 
止めねじ 




ここを巧えホ 
ルダーとねじ 
のわいだじい 


まん中の 
みぞ 


. 4〜 0- 7 cm 



(めい方） 

のホを図のようじ、上の巧 
り止|と下のがりムを狗 0. 4 
〜 0. 7打 n ほどずらします。 

※アイ□ンで 1甲えると、き 
れいじ仕上がります。 


③；甲えをあげて、巧えホル 
グー止めねじを2〜3止1 
ゆるめ、< けめいガイド 
をとりつけます。 


二こを I 串又の 
まん中のみぞ 
じいれる 


( D つけ終わったら、わじを 
しめます。 


.ガイドの足 
巧リム 


④ガイド足に、がリムをぴ 
つたりあててめいます。 



のをいわわったら、ホをひ 
ろげます。 


つ. ファスナ ー- P け 


17.9 


ブプレートのとりつけ 


セットの目安 




♦めい巧巧をかえる 



♦めいはじめ 


糸とホを左手で巧え、はずみ奉を 
手前じまわして、めいはじめの位 
をじがをさします。押えをさげて 
ゆっ< りめいはじめます。 


X •出いはじめのほつれ止めは、返し 
出いレバーをネぞしながら、数計返 
し妃いをします。 


ミシンを止め、がをホじさし 
たままでネ甲えをあげ、布をま 
わしてめい方向をかえます。 


♦めいおわりと矣の切りかた 


返し记 



糸切り 



返しめいレバーをす甲しながら、数か返しめいをしまず。 
巧えをわけて、ホを巧こう側に静かに引きおします。 


糸切りで、糸を切ります< 


直線みい 


13.ジブザブもいと裁ち目かゲリ 


セットの目安 




裁ち目のほつれ止めをすると 
きじは、かがち側じさたとき、 
ホのきわからはずれるかはず 
,れないかぐらいのところじ落 
ちるようじします。 


• X •試しめいをして、適切な糸調子をだして < ださい< 


• X •目のとびやすい伸藉性のホや、目のつんだホには、 
ブルーが（別売〉をが用すると巧果ゲわります。 





















I 9 .ボタンホール 



セットの目を 



※かうものと同じホで試しもいをして、セットを羅かめましょう。 
※か痛性のあるホには、案じ伸びに〈いお:地をはって < ださい。 


<めい方> C 

①がをあげて模様ぶ達び、上糸を巧 
えの穴から下に通し、横に引き化し 
て下糸と夕ろえ、巧えを手前いっぱ 
いまで引き出してスタートマーフを 
をわせます。 

③めい始めの位量 （ A 点）じ針を刺して 
押えをおろし、ミシンをスタートさ 
せます。左側を必要な長さ （ B 点）ま 
でめってミシンを止めます。 

③ミ十をあがて模様を選び、 かんた 
さを5ミ十〈らい （ C 点）まであい、ミ 
シンを止めます。 


♦お入りボタン ホー ル 



〇の、、; 


ち糸の輪//' 


G ) かをあげて模様 [I 3 を選び、左側 
と同じ長さ （ D 点）までめい、ミシ 
ンを止めまず。 

⑤針をあげて模様ごを選び、かん 
めきを5針〈らいめいます。 

思)ネ甲え上げをあげ'てホを引さ化し、 

上兵•下みを 10 cm 〈 らい残して切 
ります。上糸をホの裏に引き化し、 
上糸と下糸をむすびまず。 


のかんめきの巧側じまちかをさし、 

目ほどさでかがつた糸を切らない 
ようじ中巧部分を切りひらきます< 



①ちみの輪をネ甲えの後ろ側にホるつのに掛け、巧えの下から手おじ、 
平斤になるようじ引き化し、お側の云つ又にはさみます。 

もいはじめの位をじかをさし、ネ甲えをさげます。 

◎ ボタンホール手順と同じようじもいまず。 

③左側のお糸を引いてたるみをなくし、余分なお糸を切りまず。 


お客様巧談コ 

★ジャノメミシンでは全国18 0巧〈の直営支ぶ 
この手びきじ書かれている力■法で直らないと著 
★お問いをわゼの際は、このキびきをお読みじろ 
や窗所ゲわかって便利です。 

* アフターサービスじついて、ご 相談、 ご 要望々 
とわホしつけ〈ださい。 


1•送りをやかまじ、ごみや糸< 
2. かまの油がされている。 


ミシンの回ちが重い0 
をが巧い ♦ 


し送りをじ糸〈ずがたっまてい 


ホをりがうま < いかない A 


1.上糸または下糸の調子が合って 
2•ホに巧してがや糸が細すざる々 
3.上糸や下糸のおけかたがまちが 


い 目 


1. かのつけかたがまちがっていミ 

2. ホに巧してかや糸が細すぎる力 
3•伸縮性のあるホや目のつんだ3 
4.上糸の掛けかたがまちがって L 


し上糸または下糸の調子が強すき' 
2. 上糸•下糸の掛けかたがまちか 

ついている0 


がしわじなる0 


い目がとぶ〇 


しがのつけかたが、まちがっての 
えがをホじさしたままで、模樣3 

3. ホを無理に引いた。 

4. 布に対してかか*細すぎる。 


かが巧れる。 


1. ボビンケースじ下糸の通しか/ 

2. ボビンケースの中やばねの中ん 


下糸が切れる A 


1. 上糸のおけかたがまちがってし 

2. 上糸調子が強ずぎる。 

3. ががまがっていたり、對■先が^ 

4. 畫十のつけかたがまちがっていミ 

5. ホに対して針や糸が細すざるえ 


上糸が切れる0 


2 3.ミシンの調子が悪いとき 



.かまの手入^れ 


厚いホには太い糸と太い針を使用します。 
この表を目安に、杀と i 十を選び、試しめ 
いをして罹かめて〈ださい。 

※原則として、上糸と下糸は、同じものを 
使用して〈ださい。 

※伸縮性のあるホ（ジャー • ジー、トリコッ 
卜）や目のとびやすいホ化などじは、ブ 
ルーが（別売〉を使用すると劾果ゲあり 
ます。 



^ (はずしかた） 

fr 劃■止めねじを手を!じまわし 

^ てゆるめ、針をはずします。 

ゆるめる〔つけかた） 

かの平らな面を巧こう側に 
向けて、か止めじさし、ピ 
ンじあたるまで 1甲し达みが 
止めねじをかた〈しめます。 


ド'します。 

こをはずして、針板を 



或心 


③送りあのごみを、はけ•ブラシ 
などで手前にをとします。 

(3) か板をつけて、わじをしめます。 



I 


①がをあげ’て、ベッドふたをわけ、ボビンケースをはずします。 

③大ゲまふた押えを左右じひらさ、大がまふたと中がまをはずします。 

③ブラシでかまの巧部を掃除し、矢巧のところに1〜滿ミシン油を 
を油して、布て•起〈がきとります。 

(4) 中がまを油布てがきます。 

⑤はザしたときとをの順序で〈みつけまず。 



夕の巧因 


、たり、糸が必要が外のところじからみついている 
) ぶれている。 



上糸を正しく掛けなわす。 
上糸調子を弱める。 

封•を交換する。 

正し < つける。 

適切な針や糸をえらぶ。 


正し〈通しなおす。 

ボビンケースを掃除する。 


) か、 ががまがっている。 


jj (こブル ー ^ミ十を使っていない< 
、る0 


しっていたり、糸が必要 Jii 外のところにからみ 


かを交換するか正しくつけなおす。 

がをホより上じあげてからダイヤルをまわす< 
ホを無理に引かない。 

畫十を交換ずる。 


針を交換ずるか正し〈つけなわす。 
適切な畫十ゃ糸を選ぶ。 

ブルー針(別売〉を巧う。 

上糸を正し〈掛けなわず。 

糸調子を適切にずる。 

糸を正し〈掛けなわす。 


糸'調子を適切じする。 
適切なかや糸を選ぶ。 
糸を正し〈掛けなおす。 



A 































